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寧
夏
回
族
自
治
区
は
、
中
国
の
西
北
部
に
位
置

す
る
省
級
政
府
で
す
。
面
積
が
六
・
六
万
k㎡
、
人

口
五
九
〇
万
人
と
、
直
轄
市
と
台
湾
を
除
け
ば
、

海
南
省
に
続
い
て
中
国
で
二
番
目
に
面
積
の
小
さ

い
省
級
の
地
方
政
府
で
す
。
区
都
は
銀
川
市
で
、

北
京
か
ら
飛
行
機
で
約
一
時
間
半
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。
北
京
か
ら
西
へ
約
九
〇
〇
㎞
に
位
置
し
、

人
口
は
約
一
三
八
万
人
で
す
。
西
安
市
を
出
発
点

と
し
て
（
一
説
に
は
洛
陽
が
出
発
点
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
）
西
へ
続
く
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
り
道
に
な

っ
て
い
ま
す
。
周
囲
を
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
陝

西
省
、
甘
粛
省
と
接
し
、
西
に
テ
ン
ゲ
ル
砂
漠
、

賀
蘭
山
脈
と
い
っ
た
砂
漠
と
山
地
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
区
内
の
南
か
ら

北
に
黄
河
が
流
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
黄
河
の
水

を
灌
漑
に
利
用
し
た
農
地
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の

農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
区
の
経
済
的
・
文
化
的
な
中
心
地
は
、
一

○
三
八
年
に
チ
ベ
ッ
ト
系
民
族
に
よ
り
建
国
さ
れ

た
西
夏
王
国
の
首
都
・
興
慶
府
が
お
か
れ
た
地
で

も
あ
る
区
都
・
銀
川
市
で
す
。
現
在
の
寧
夏
回
族

自
治
区
、
甘
粛
省
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
大
半

を
領
土
と
し
た
西
夏
王
国
は
、井
上
靖
の
小
説
『
敦

煌
』
の
時
代
背
景
と
も
な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
の
大

帝
国
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
銀
川
市
郊
外
の
賀
蘭
山
の
ふ
も
と
に

は
、
西
夏
王
の
墓
で
あ
る
西
夏
王
陵
が
あ
り
、
国

家
重
点
風
景
名
勝
区
に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
観
光

寧夏回族自治区
　寧夏回族自治区は、中国の北西部に位置する砂漠の中の地。極度

に乾燥した気候にありながら、黄河の豊富な水運によりつくられた

緑豊かな街であり、回族の文化を持つ色彩あふれる街でもあります。

かつて西夏王国が二百年に渡って支配した地には、今も土の長城が

残り、悠久の歴史を伝えています。今回は、そんな寧夏の今の姿を

紹介します。

中国

客
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
気
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
・
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
香
取
慎
吾
が
主
演
し
た
映

画
「
西
遊
記
」
の
ロ
ケ
は
、
銀
川
市
に
あ
る
映
画

撮
影
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

寧
夏
回
族
自
治
区
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
中
国

で
最
も
多
く
回
族
（
イ
ス
ラ
ム
系
少
数
民
族
）
が

居
住
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
自
治
区
総
人
口
の

約
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
国
に
は
五
五
の
少

数
民
族
が
居
住
し
て
お
り
、
回
族
も
そ
の
う
ち
の

ひ
と
つ
で
す
。
回
族
の
起
源
は
、
商
売
目
的
で
イ

ン
ド
洋
・
中
央
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
渡
っ
て
き
た
ア

ラ
ブ
・
ペ
ル
シ
ャ
系
の
ム
ス
リ
ム
の
人
々
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
回
族
は
青
海
省
や
甘
粛
省
を

は
じ
め
、
中
国
全
土
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、
寧

夏
回
族
自
治
区
に
最
も
多
く
居
住
し
て
い
ま
す
。

銀
川
市
内
に
は
い
く
つ
か
の
モ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

回
族
の
人
々
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
し
て
お

り
、
一
般
的

に
豚
肉
を
食

べ
ず
、
ア
ル

コ
ー
ル
類
を

摂
取
し
な
い

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し

か
し
、
信
仰

の
度
合
い
は

人
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
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る
の
が
実
情
で
、
厳
格
に
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
に
沿
っ

た
生
活
を
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
む
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

寧
夏
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
多
く
の
「
清
真
」

と
い
う
緑
色
の
看
板
を
掲
げ
た
食
堂
が
あ
り
ま
す
。

清
真
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
（
＝
回
教
）
を
意
味
し
、

豚
肉
を
出
さ
な
い
、
あ
る
い
は
豚
肉
由
来
の
食
材

や
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

清
真
料
理
は
、
北
京
な
ど
中
国
の
他
の
町
で
は
、

あ
ま
り
多
く
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
寧
夏

や
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
な
ど
イ
ス
ラ
ム
教
を
信

仰
す
る
人
が
多
く
居
住
す
る
地
区
で
は
、
本
場
の

料
理
で
す
。
寧
夏
で
は
、
友
人
な
ど
複
数
で
食
事

に
行
く
と
き
、
そ
の
中
に
一
人
で
も
回
族
の
人
が
い

る
と
、
必
ず
清
真
の
食
堂
に
行
き
ま
す
。

回
族
は
豚
肉
を
食
べ
ま
せ
ん
が
、
牛
肉
や
羊
肉

を
頻
繁
に
食
べ
ま
す
。
日
本
人
の
羊
肉
の
イ
メ
ー

ジ
と
い
え
ば
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
す
が
、
中
国
で
は
羊

肉
料
理
が
非
常
に
豊
富
で
す
。
羊
肉
の
代
表
的
な

料
理
に
、「
羊
肉
湯
」
が
あ
り
ま
す
。
羊
肉
を
煮
込

ん
だ
白
い
ス

ー
プ
で
、
臭

み
も
な
く
、

薄
味
で
非
常

に
美
味
し
い

で
す
。
ま
た
、

「
羊
肉
串
」

は
そ
の
名
の

と
お
り
、
羊

肉
を
串
焼
き

に
し
た
も
の

c街角で羊肉串をつくっている様子

で
す
が
、
日
本
の
串
焼
料
理
と
異
な
り
、
串
が
か

な
り
長
く
、
肉
も
大
き
め
で
す
。「
孜
燃
」（
ク
ミ

ン
）
と
い
う
香
辛
料
を
か
け
て
食
べ
る
と
、
羊
肉

と
よ
く
合
い
、
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
清

真
の
「
牛
肉
拉
麺
」
も
、
こ
の
地
域
の
代
表
的
な

料
理
で
す
。

寧
夏
は
周
囲
を
砂
漠
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
緑
化

は
最
も
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
寧
夏
で
は

「
義
務
植
林
」
と
い
わ
れ
る
制
度
が
あ
り
、
行
政
・

企
業
を
含
む
す
べ
て
の
単
位
と
中
学
生
以
上
の
学

生
は
、
一
定
の
年
月
ご
と
に
植
林
を
行
う
義
務
を

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
位
で
あ
れ
ば
、

植
林
地
の
管
理
を
原
則
と
し
て
三
年
間
義
務
づ
け

ら
れ
、
植
林
作
業
と
そ
の
後
の
維
持
管
理
を
任
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
、
植
林
地
は
園
林
管
理
当

局
の
管
理
下
に
移
管
さ
れ
ま
す
。
こ
の
義
務
植
林

の
制
度
が
功
を
奏
し
、
銀
川
市
な
ど
で
は
、
砂
漠

の
中
の
地
と
い
う
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離

れ
、
市
の
中
心
部
や
郊
外
は
多
く
の
緑
に
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
銀
川
市
は
、
降
水
量
が
年
間
約
二
〇

〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
が
、
ポ
プ
ラ
や
ヤ
ナ

ギ
、
エ
ン
ジ
ュ
な
ど
乾
燥
に
強
い
樹
種
を
中
心
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
銀
川
市
で
は
、
今
後
は
友

好
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
自
治
体
に
協
力

を
求
め
、
日
中
友
好
林
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

他
の
地
域
で
も
継
続
的
に
植
林
を
進
め
て
い
く
計

画
で
す
。

ま
た
、
中
国
で
は
国
家
を
あ
げ
て
西
部
大
開
発

の
施
策
を
押
し
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
政

権
で
あ
る
江
沢
民
政
権
に
よ
り
第
十
次
五
カ
年
計

画
（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
五
年
）
に
提
起
さ
れ
た

も
の
で
、
改
革･

開
放
経
済
政
策
の
進
展
以
降
、

沿
岸
部
の
経
済
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
西
部
地

域
の
経
済
開
発
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
主
な
手

法
と
し
て
、
鉄
道
や
高
速
道
路
、
空
港
等
社
会
基

盤
の
整
備
や
、
外
資
投
資
の
奨
励
、
科
学
教
育
の

推
進
な
ど
の
優
遇
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
対
象
で
あ
る
十
二
の
省･

区
・
市
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
高
い
伸
び
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

六
年
に
開
通
し
た
青
海
省
と
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
を

結
ぶ
青
蔵
鉄
道
も
西
部
大
開
発
の
代
表
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
西
部
大
開
発
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
八

三
㎞
で
あ
っ
た
高
速
道
路
延
長
が
二
〇
〇
八
年
に
一

〇
〇
〇
㎞
超
に
ま
で
整
備
さ
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
六

五
億
元
か
ら
一
〇
七
〇
億
元
に
ま
で
押
し
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
中
国
で
最
も
所
得
水
準
の
高
い
地
域

の
ひ
と
つ
で
あ
る
上
海
市
と
比
較
す
る
と
、
二
〇

〇
〇
年
に
都
市
部
の
住
民
一
人
あ
た
り
の
収
入
較

差
は
、
上
海
が
寧
夏
の
二
・
三
八
倍
だ
っ
た
の
が
、

二
〇
〇
八
年
に
は
二
・
〇
六
倍
ま
で
縮
小
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
寧
夏
の
代
表
的
な
特
産
品
と
し
て
、
ク

コ
（
枸
杞
）
の
実
が
あ
り
ま
す
。
年
間
約
七
万
ト

ン
の
生
産
量
を
誇
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
国
全
土

の
生
産
量
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
ク
コ
の

実
は
、
中
国
原
産
の
植
物
で
多
種
類
の
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
お
り
、
古
く
か
ら
漢
方
薬
と

し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
乾
燥
に
強
く
、
虫
害

義
務
植
林
と
西
部
大
開
発
・
産
業
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現
在
で
は
、
毎
年
職
員
の
相
互
派
遣
を
行
っ
た
り
、

当
協
会
の
自
治
体
国
際
協
力
専
門
家
派
遣
事
業
や

自
治
体
国
際
協
力
促
進
事
業
（
モ
デ
ル
事
業
）
に

も
採
択
さ
れ
て
い
る
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

水
道
技
術
協
力
を
行
っ
て
お
り
、
友
好
都
市
と
し

て
の
関
係
は
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

寧
夏
の
人
々
は
大
変
人
懐
っ
こ
く
、
友
情
を
大
事

に
し
ま
す
。
筆
者
も
二
○
○
六
年
に
銀
川
を
訪
問

し
た
際
に
受
け
た
情
熱
的
な
歓
迎
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
寧
夏
大
学
と
島
根
大
学
に
よ
り
、
二
〇

〇
五
年
に
は
寧
夏
大
学
構
内
に
共
同
研
究
所
が
設

立
さ
れ
て
お
り
、
表
土
流
出
や
砂
漠
化
が
厳
し
い

中
国
西
部
に
お
け
る
農
山
村
の
開
発
と
環
境
に
関

す
る
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
両

大
学
の
交
流
に
よ
り
毎
年
多
く
の
寧
夏
大
学
の
卒

業
生
が
島
根
大
学
に
留
学
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
寧
夏
回
族
自
治
区
と
島
根
県
に
よ

る
多
岐
に
渡
る
友
好
交
流
活
動
を
通
し
て
、
双
方

の
市
民
の
相
互
理
解
が
今
後
も
進
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

寧
夏
回
族
自
治
区
は
、
現
在
、
日
本
人
の
多
く

に
と
っ
て
な
じ
み
の
深
い
地
域
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
西
部
大
開
発
に
よ
る
交
通
網
の
整
備
、

緑
化
施
策
の
効
果
は
大
き
く
、
友
好
都
市
を
通
し

た
交
流
に
よ
り
寧
夏
と
日
本
の
距
離
は
確
実
に
縮

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
多
く
の
日
本
人
が

寧
夏
を
訪
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

は
、
寧
夏
回
族
自
治
区
お
よ
び
そ
の
区
都
で
あ
る

銀
川
市
の
友
好
交
流
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

寧
夏
回
族
自
治
区
は
、
島
根
県
と
一
九
九
三
年

に
友
好
交
流
提
携
に
調
印
し
て
以
来
、
多
く
の
友

好
交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
緑
化
協
力

事
業
で
は
、「
島
根
・
寧
夏
友
好
林
」
が
造
成
さ
れ
、

毎
年
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
中
し
、
寧
夏
の
人
々

と
共
同
で
友
好
植
林
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
寧
夏
に
お
け
る
下
水
道
汚
泥
利
用
技
術
の
確

立
を
支
援
す
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
・
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業

と
し
て
、
自
治
体
専
門
家
の
派
遣
、
及
び
研
修
員

の
受
入
が
な
さ
れ
、
技
術
支
援
交
流
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
下
水
道
汚
泥
の
減

容
化
、
無
害
化
、
資
源
化
に
お
い
て
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
「
日

中
国
交
正
常
化
三
十
周
年
記
念
・
日
中
友
好
都
市

中
学
校
卓
球
大
会
」
に
島
根
・
寧
夏
の
中
学
生
に

よ
る
合
同
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
な
ど
、
青
少
年
交

流
の
分
野
で
も
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
島
根
県
内
の
公
民
館
に
お
け
る
市
民
募

金
活
動
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
資
金
を
使
っ
て
、
寧

夏
に
小
学
校
二
校
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
両
者
の

交
流
は
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
都
で
あ
る
銀
川
市
は
松
江
市
と
、
北

部
の
石
嘴
山
市
が
浜
田
市
と
、
い
ず
れ
も
島
根
県

の
自
治
体
と
友
好
関
係
に
あ
り
ま
す
。
銀
川
市
と

松
江
市
は
二
〇
〇
四
年
に
友
好
都
市
提
携
を
調
印

し
て
以
来
、
今
年
五
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

に
も
強
い
た
め
、
気
候
の
乾
燥
し
て
い
る
寧
夏
で

も
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
果
実
は
大
き
さ
一

セ
ン
チ
ほ
ど
の
楕
円
形
で
、
赤
く
熟
し
、
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
と
し
て
、
ま
た
中
華
ス
ー
プ
や
杏
仁
豆
腐

に
も
使
わ
れ
る
ほ
か
、
ク
コ
茶
、
ク
コ
粥
と
し
て
も

利
用
さ
れ
ま
す
。
寧
夏
で
は
、
特
に
「
中
寧
枸
杞

王
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
有
名
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

棗
（
な
つ
め
）、
梨
、
ぶ
ど
う
、
す
も
も
な
ど
多
く

の
果
物
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
海
外
と
日
本
の
自
治
体
に
よ
る

友
好
都
市
提
携
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

お
わ
り
に

日
本
の
自
治
体
と
の
交
流

c道路沿いの植林の様子


